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研究成果の概要（和文）：本研究では、南アフリカの代表的な農産物加工産業であるワイン産業と砂糖産業への黒人生
産者の参入の程度と形態について考察した。政府が強い規制権限を持つ鉱業や漁業と比べると、農業への黒人の参入は
限定的だが、いくつかの特徴的な参入形態があることがわかった。ワイン産業では（1）農場労働者と合弁事業を行う
共同出資スキームと（2）ワイン銘柄ビジネスであり、後者はぶどう農場を取得しない形での参入という点に特色があ
る。他方、砂糖産業では土地改革を通じた黒人によるサトウキビ農場の取得が進んでいるものの、サトウキビの継続的
な出荷が困難であるなど、農場経営面で課題があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study explored the extent and forms of black entry into the commercial 
farming sector in South Africa, through the case studies of the wine and sugar industries. Compared to 
the mining and fisheries sectors, the progress of black economic empowerment (BEE) in the agricultural 
sector is still in its early stages. Still this study identified several characteristic forms of black 
entry into the wine and sugar industries. In the wine industry, there are two types of BEE wineries; 
share equity schemes with farmworkers and wine brand companies. The latter is numerically more and does 
not involve the acquisition of grape farms by black people. In the sugar industry, a large number of 
sugarcane farms have been transferred to black producers by land reform. However, many of them struggle 
to keep supplying sugarcane to sugar mills without additional financial assistance in order to manage 
sugarcane production.

研究分野：地域研究
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１．研究開始当初の背景 
 民主化とともに誕生したアフリカ民族会
議（ANC）主導政権は、少数派である白人が
国土の 87％を所有し、人口の大多数を占める
黒人は 13％の土地でしか農業生産に従事で
きないというアパルトヘイト体制のもとで
創られた不平等な土地所有構造を是正し、黒
人新興農民を育成することを目的に土地改
革政策を導入した。しかしながら、同政策の
成果はこれまでのところ、量・質ともに限定
的である。 
 他方、政府の土地改革に限定せず、メイズ
や羊毛、サトウキビ、ワインなどの農産物ご
とに存在する業界団体独自の黒人農民育成
支援策に焦点を当て、白人農場主を中心とす
る農産物業界の側での業界再編の動きや黒
人農民に対する働きかけも検討されるよう
になった。背景には、経済界への黒人の参入
と統合を進めるため、「黒人の経済力強化
（BEE）法」が 2003年に制定され、民間企
業の経済活動に対する政治的な介入圧力が
高まったこと、BEEがセクターごとの個別業
界による取り組みとして実施されることに
なったことが指摘できる。同法の枠組みに基
づき、鉱業や農業などセクターごとに独自の
黒人振興策が発表され、さらにサブセクター
である特定の農産物ごとに生産・加工・流通
部門に黒人生産者を統合するための業界独
自の取り組みが展開されることになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、南アフリカを代表する重
要な農産物加工産業であるワイン産業と砂
糖産業を事例に、民主化後の南アフリカにお
いて農産物加工産業に黒人生産者がどの程
度、どのような形態で参入しているのかを明
らかにすることである。また、黒人生産者参
入の政策的背景としてアフリカ民族会議
（ANC）政権が導入した土地改革政策と黒人
の経済力強化（BEE）政策の内容について検
討するとともに、ワイン産業における流通の
自由化や製糖会社の南部アフリカ進出とい
った同国の農産物加工産業を取り巻く環境
変化についても考察する。 
 
３．研究の方法 
 南アフリカにおけるワイン産業の中心地
は、原料となるぶどうが栽培され、セラー（醸
造所）でワイン醸造が行われている西ケープ
州であり、他方、サトウキビ栽培と製糖工場
の2部門からなる砂糖産業の中心地はクワズ
ールー・ナタール州である。本研究の遂行に
あたっては、学術図書や雑誌論文などの二次
文献を用いた文献調査に加えて、上記二つの
州において複数回にわたる現地調査を実施
し、業界団体、生産者団体、政府農業省、個
別の生産者・企業に対するインタビュー調査
を行うとともに、現地の研究者と意見交換を
行う。 
 

４．研究成果 
 民主化後の南アフリカにおいて、主要な経
済部門への黒人の参入を促し、黒人の経済力
強化（BEE）を進めることは急務の課題であ
る。政府が強い規制権限を有する鉱業や漁業
部門と比べると、農業部門への黒人の参入は
限定的だが、いくつかの特徴的な参入形態が
あることがわかった。 

2003年の BEE法制定後、企業や産業界に
対して改革を求める政治圧力が増加した結
果、ワイン産業界は独自の改革プロセスに着
手した。ワイン憲章の制定など、ワイン産業
界全体として改革を進めるための意思表明
と取り組みが開始されたほか、次の 2つの形
態で黒人が経営に参加するワイナリーが増
加した。第一は、政府の補助金などを利用し
て、農場主が農場労働者と合弁でぶどう農場
を経営し、ワインを販売する共同出資スキー
ム、第二はワイン銘柄ビジネスである。後者
はぶどう農場を取得しない形での参入とい
う点に特色がある。本研究では、両者の特徴、
経営者の背景、ビジネスの持続可能性を中心
とする課題について考察を行った。 
 ワイン産業への黒人生産者ないし企業家
の参入は少しずつではあるが進んでいる。だ
が、同産業における黒人のプレゼンスが全体
として限られたものである事実に変わりは
なく、本研究実施中の 2012年末から翌 2013
年初頭にかけて、変革の遅れに対する不満が、
同産業の中心地である西ケープ州において
農場労働者によるストライキの形で顕在化
することになった。 
南アフリカでは、賃上げを求める労働者が
団体行動の手段としてストライキに訴える
ことは決して珍しいことではない。だが、労
働組合による組織化率が 5～6％程度にすぎ
ない農場労働者がこのような団体行動を起
こすことは稀である。しかもこのストライキ
は、ぶどうの収穫期という労働力が最も必要
な時期に起こった。この「歴史的」なストラ
イキを収束させるため、政府は農場労働者に
対する法定最低賃金の見直しを約束し、2013
年 3月 1日には農場労働者の最低賃金が日給
105ランドに改定された。農場労働者が要求
していた日給150ランドには及ばなかったも
のの、それまでの最低賃金を 50％以上も上回
る大幅な上昇改定であった。ストライキ収束
後には、農業部門の長期的な安定と発展を模
索する政府・業界団体・NGO 主導の政策対
話が複数、開始された。それゆえ、同ストラ
イキは政府が進めてきた BEE 政策の農業部
門における成果が依然として限定的なもの
であることを浮き彫りにしたが、それと同時
に農場労働者の賃金や待遇をめぐる問題を
重要な政策課題に押し上げることに成功し
たといえる。 
 他方、砂糖産業では土地改革を通じた黒人
によるサトウキビ農場の取得が進んでいる
ものの、サトウキビの継続的な出荷ができな
いなど農場経営面で課題を抱える生産者も



多い。本研究では、砂糖産業の中心地である
クワズールー・ナタール州において、2000
年代半ばに土地改革を通じて黒人がサトウ
キビ農場を取得したのち、異なる軌跡を辿っ
た 3事例について調査を実施した。 
 事例①ではサトウキビ生産がたちゆかな
くなったのち、NGO と政府からの追加資金
の援助を受けて野菜が栽培されるようにな
り、農場の生産的利用が継続されることにな
った。事例②もサトウキビ生産に失敗し、そ
の後、農場自体が放棄されて、農場は近隣住
民が無料で家畜を放牧する場となった。サト
ウキビ生産を継続しているという点で唯一
の成功例とみなされる事例③は、土地改革を
通じて 13 農場が 1 つの経営体に統合され、
規模の経済が実現されたことに加えて、サト
ウキビを出荷する製糖工場から輸送費の補
助と運用資金の借り入れができたことが、経
営の安定化につながった。砂糖産業において
は、サトウキビ生産者と製糖工場の相互依存
関係がしばしば指摘されるが、事例③に支援
を提供した製糖工場は BEE 取引を通じてク
ワズールー・ナタール州の著名な黒人ビジネ
スマンに売却されており、サトウキビ生産を
行う農場のみならず、製糖部門を中心とする
砂糖産業のバリューチェーン全体への黒人
の進出の重要性を示す例でもあった。 
 本研究では、ワイン産業と砂糖産業という
南アフリカを代表する農産物加工産業に焦
点を当て、黒人がどの程度、どのような形態
で参入しているのかについて、産業全体とし
ての改革方針の検討と、ミクロなケーススタ
ディの両方を基に考察した。いずれのケース
においても、黒人生産者や企業家の経営面で
の持続性を実現する上での困難が浮き彫り
になった。たとえ困難や課題が多くとも、
BEE が南アフリカの重要な政策課題である
ことに変わりはなく、BEEを実現するための
政治圧力は今後も高まってくるだろう。BEE
政策の動向に注目しつつ、ケーススタディを
通じた実態把握をこれからも研究課題とし
ていきたい。 
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